
犯罪被害者基金における配分プロセス

⑥裁量的助成金
①～③への配分後の残り

のうち、５％が犯罪被害者
基金の裁量的助成金に。

④被害者補償フォーミュラ
助成金プログラム
①～③への配分後の残りの

うち、 47.5％を州の被害者補
償プログラムに。 ⑤被害者支援フォーミュラ助成金プロ

グラム
①～③への配分後の残りのうち、

47.5％を州の被害者支援プログラムに。
加えて、被害者補償プログラムで使わ
れなかった分についても配分可能。

①児童虐待事件の捜査・
管理・訴追に係る費用
（1,000万ドル＋前年の3億2,400
万ドルを超える残高の50％）
※合計額の上限は2,000万ドル

議会にてその年の配分上限を決める

③被害者告知制度
被害者告知制度への配分

※吹き出し内はいずれも仮訳

②被害者証人プログラム
・連邦検察被害者証人コーディ
ネーターの活動費
・FBI被害者証人専門官の活動費

①～③への配分後の残りを以下に配分
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犯罪被害者基金の収入推移

（単位：百万ドル）

罰金や寄付等の収入

訴追延期、不訴追合意等に係る収入

※いずれも仮訳
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被害者補償プログラム／被害者支援プログラムへの配分額

166 171 182 198 181 178 159 137 141 125 133 129 139 134 187 178 170 176
371 309 364 412 428 380 425 456
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（単位：百万ドル）

Assistance（支援）

Compensation（補償）

Office for Victims of Crime (OVC) のデータを基に作成。
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犯罪被害者基金の残高推移

基金残高

配分上限
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